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３
月
２
日
（
水
）
、
第
七
十
二
回
卒
業
証
書

授
与
式
が
挙
行
さ
れ
、
３
名
の
生
徒
が
卒
業

し
ま
し
た
。  

式
で
は
、
卒
業
証
書
授
与
に
続
き
中
畑
校

長
が
式
辞
を
述
べ
、
「
自
分
が
ど
う
生
き
て
い

る
か
を
時
に
自
問
し
な
が
ら
、
人
と
し
て
の

志
を
持
っ
て
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
自
分
の

道
を
歩
み
続
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
社

会
に
貢
献
す
る
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と

温
か
い
激
励
の
お
言
葉
を
卒
業
生
に
贈
り
ま

し
た
。 

そ
の
後
、
在
校
生
を
代
表
し
て
、
川
上
志

津
子
さ
ん
が
、「
こ
れ
ま
で
教
え
て
頂
い
た
こ

と
、
先
輩
方
の
背
中
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を

し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、
先
輩
方
が
築
き
上

げ
て
こ
ら
れ
た
伝
統
を
今
度
は
私
た
ち
が
継

承
し
て
き
ま
す
。
」
と
の
決
意
を
込
め
た
送
辞

を
述
べ
ま
し
た
。  

 
卒
業
生
答
辞
で
は
、
前
野
渓
介
さ
ん
が
卒

業
生
を
代
表
し
て
、
４
年
間
の
思
い
出
を
述

べ
、
「
こ
う
し
て
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
同
級
生

の
二
人
、
後
輩
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
家
族
の

お
陰
で
す
。
」
と
感
謝
の
言
葉
で
答
辞
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。 

 

式
後
に
は
生
徒
会
行
事
が
行
わ
れ
、
在
校

生
が
卒
業
生
へ
花
束
と
色
紙
を
贈
呈
し
、
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。
そ
し
て
卒
業

生
も
、「
こ
れ
か
ら
卒
業
ま
で
大
変
だ
と
思
い

ま
す
が
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。」
「
コ
ロ
ナ
禍
で
校
歌
を
皆
さ
ん
と
歌

う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
が
心
残
り
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
が
松
山
高
校
を
盛

り
上
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。」
「
４
年
間
大

変
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
な
ん

と
か
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。」
「
皆
さ
ん
と

も
う
一
度
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
た
か
っ
た
で

す
。
」 

な
ど
、
在
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

一
人
一
人
述
べ
ま
し
た
。 

 

最
後
は
、
在
校
生
、
教
職
員
で
花
道
を
作

り
、
卒
業
生
た
ち
を
盛
大
に
送
り
出
し
ま
し

た
。 

▲卒業生代表 答辞 

▲在校生代表 送辞 

【
卒
業
生
表
彰 

一
覧
】  

 

○
方
谷
賞  

 
 
  

江
藤 
仁
人 

さ
ん 

 
  

 

○
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
教
育
振
興
会 

 
 
 

会
長
賞 

 
 
  

前
野 

渓
介 

さ
ん  

 
 

 

○
後
援
会
長
賞 

 
 

田
坂 

直
久 

さ
ん  
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岡山県高梁市立松山高等学校 

働きながら学ぶ 

1. 教育方針 
 学びつつ働くことのできる夜間定時制高校とし

ての特性を生かし、生徒、保護者、地域社会から

信頼される学舎として、自ら求めて学ぶ人物の育

成に努める。 

2. 教育目標 

(1) 地域社会への貢献と協働の精神の育成 

(2) 豊かな知性と情操に基づく文化的想像力

の育成 

(3) 勤労を尊び、責任を重んじる職業観・勤

労観の育成 

検索キーワード 

 「希望の翼 松山高校」 

 

 

 新年度の登校について  
 

 令和４年度始業式は  
 

４月８日(金)です。  
  
 通常通り、１７：４０に遅刻しないように

登校してください。  
 

 ４月 １１日（月）入学式  

 ４月 １２日（火）オリエンテーション 

  

 

 

 

 
 

 

３
月
１
日
（
火
）
に
同
窓
会
入
会
式
を
行

い
ま
し
た
。
同
窓
会
会
長
の
宮
本
治
幸
さ
ん

か
ら
、
松
山
高
校
の
成
り
立
ち
や
、
宮
本
さ

ん
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
た
卒
業
生

へ
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
新
た
に
入

会
し
た
卒
業
生
３
名
を
代
表
し
て
、
田
坂
直

久
さ
ん
が
「
諸
先
輩
方
の
築
か
れ
た
母
校
の

伝
統
を
誇
り
と
し
、
そ
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ

う
、
努
め
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
」
と
強
い
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。 

 ２月１８日（金）に４年生を囲む会を行いました。今年度も昨

年度と同様にコロナ対策として、例年行っていた調理や会食は

取り止め、密にならない催しを工夫して行いました。生徒全員

で案を出し、生徒会が中心となって準備をしました。 

 一つ目のレクリエーションでは、３グループに分かれて人生

ゲームを行いました。日頃ゆっくり話ができない他学年の人と

もおしゃべりをしながら親交を深められる良い時間になりまし

た。続いて、教室から体育館に移動して、４年生や松山高校に

まつわる〇✕クイズ大会を行いました。「４年生が清掃ボラン

ティアをした川の名前」、「好きな食べ物」、「５０メートル走の

タイム」、「４年生の名前の総画数」、「体育祭の紅白対抗リ

レー」についてなど、どの問題も４年生との思い出を振り返

り、それぞれの人柄を知ることのできる問題でした。その後、

フルーツバスケットとソフトバレーボールを教員も加わり全員

で行い、大変盛り上がりました。 

 閉会式では、４年生が一言ずつあいさつをし、感謝の気持ち

やこれからの意気込みを心を込めて伝えてくれました。 

  

 

 

 

 

３
月
１
日
（
火
）
に
『
夜
の
高
梁
魅
力
紹
介
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
校
内
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
二
学
期
か
ら
グ
ル
ー
プ

や
個
人
で
高
梁
に
つ
い
て
取
材
を
し
、
魅
力
紹
介
動
画
作
成

の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
内
容
は
各
生
徒
や
グ
ル
ー
プ

で
決
め
、
高
梁
市
内
の
飲
食
店
「
玄
武
堂
」
や
地
域
交
流
の

た
め
に
活
動
さ
れ
て
い
る
方
を
取
材
し
た
も
の
や
、
高
梁
の

夜
景
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
、
図
書
館
な
ど
を
紹
介
を
し
た

も
の
な
ど
で
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
活
動
の
様
子
を
吉
備
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
取

材
し
て
い
た
だ
き
、
２
年
生
の
石
田
さ
ん
ら
が
「
高
梁
の
街

の
魅
力
」
、「
動
画
を
作
成
し
た
感
想
」、「
夜
間
定
時
制
高
校

で
の
学
校
生
活
」
な
ど
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。 

 

 ３月３日（木）に松山高校オリジナルブレンドコーヒー

“Matsu-Koffee”のテイスティング会を校内で行いました。

高梁市落合町の珈琲焙煎所“tulenote”のオーナーにご協力

いただだいて、美味しいコーヒーの淹れ方を練習し、分かり

やすく伝えるために味の分析しました。この日は吉備ケーブ

ルテレビから取材を受け、２月にはプロジェクトメンバーの

２年生の戸田さんがRSKラジオに出演しました。 

 また、お茶プロジェクトも本格的に始動し、高梁市川上町

の“まのび堂”のオーナーに教えていただきながら、松高オ

リジナルブレンドのお茶を考案中です。 

▲取材を受けている様子 


